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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，看護学生のコミュニケーションを支援するeポートフォリオシステ
ムを開発し，学習環境の質的向上を実現することである．具体的には，看護学習場面におけるグループワーク支
援として，看護過程における関連図の作成プロセスと，基礎看護学の演習における学習者の活動プロセスを記
録・閲覧することができるシステムを開発した．看護大学の1年生を対象とした実践の結果，システム未使用時
よりも高い学習効果が得られたことが確認された．

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study are to develop an e-portfolio system to support
 the communication of nursing students and to achieve the improvement of learning environment 
quality. Specifically, we developed the process of creating an association chart in nursing process 
and the system with which the activity processes of learners during the exercise of Fundamental 
Nursing can be recorded and viewed, as group work support in the scene of learning nursing care. As 
the results of the implementation of the e-portfolio system targeting first year nursing college 
students, it was confirmed that higher learning effect was obtained compared with when not using the
 system.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 看護実践は，従来は医療施設内での活動が
中心であったが，疾病や障害を持ちながら生
活する人々が増加したことから，患者のさま
ざまな生活場面を対象とした活動が求めら
れている．そのため，慣例的な看護援助方法
だけでなく，利用者のニーズに適切かつ柔軟
に対応する「創造的な看護実践者」を育成す
ることの重要性が指摘されている[1]．そのよ
うな中，看護系の大学や専門学校では「看護
における創造性の育成」をテーマに，看護実
践における主体性を育成するカリキュラム
開発[2]や授業実践[3]が報告されている． 
 このような社会的な要請に対し，申請者は
これまで入院患児のための遊具や脳卒中後
遺障害者のためのリハビリ道具の作成など
を課題として，チームを組んで問題解決に取
り組むプロジェクト形式の授業実践や，創造
的な態度を学習する個別学習用 e-learning
教材の開発に取り組んできた．そこでは「創
造的な看護実践者」を育成するために，「問
題解決スキル」，「トラブル対処スキル」，「コ
ミュニケーションスキル」の各スキルの向上
を教育目標として設定した．実践の結果，学
習者は課題として設定された問題解決を通
して，とくに「トラブル対処スキル」を学習
していることが確認された[4]．また，そのと
きの学習プロセスを詳細に分析した結果，問
題解決に失敗しているグループはおもにコ
ミュニケーション不足が原因であった[5]．こ
のことは，複雑な問題解決に取り組む状況で
は，学習者間のコミュニケーションを支援す
ることの重要性を示唆している． 
 そこで本研究では，学習者のコミュニケー
ションを支援する eポートフォリオシステム
を開発し，授業に導入することで学習環境の
質的向上を実現することを目的とする．現在，
ポートフォリオという用語は幅広い領域で
使用されているが，教育活動に関するポート
フォリオは，学習者の活動を記録するラーニ
ング・ポートフォリオと教員の活動を記録す
るティーチング・ポートフォリオに分類され
る[6]．本研究ではWebベースのラーニング・
ポートフォリオシステムを開発する． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，看護教育における学習者
のコミュニケーションを支援する eポートフ
ォリオシステムを開発し，学習環境の質的向
上を実現することである．具体的には以下の
3つの研究を展開する． 
 
（1）看護過程における関連図の作成プロセ
スを記録・閲覧する eポートフォリオシステ
ムの開発 
 看護教育においては，知識や技術の学習だ
けではなく，患者に対して適切な看護を行う
ための問題解決プロセスの学習が重要とな
る．この看護における問題解決は看護過程と
呼ばれている．この看護過程の学習において

重要な活動の一つに関連図の作成がある．関
連図とは，受け持ち患者の病気の原因，器質
的変化，機能的変化，症状，生活行動の低下
な どを，矢印を論理的に使って書く「概念
の地図」または「概念の網の目」であり，お
もにアセスメントで得られた情報から診断
を行う際の情報の関連性の理解を支援する
ツールとして位置付けられる． 
 関連図の作成は複雑な問題解決活動であ
るため，その学習場面においては，グループ
で情報を共有しながら患者情報をまとめて
いくことが重要となる．そこで本研究では，
関連図作成におけるグループのコミュニケ
ーションを支援するために，PC を使って関
連図を作成・記録・閲覧することができる e
ポートフォリオシステムを開発する． 
 
（2）関連図の作成方法の基礎を学習するた
めのコンテンツ開発 
 （1）でも述べたが，看護過程における関
連図の作成は複雑な問題解決活動であり，専
門的知識や臨床経験が少ない初学者には，関
連図の作成プロセスを理解するための学習
支援が必要である． 
 しかし，既存のテキストや先行研究では事
例について概念図の例示はあるものの，作成
プロセスや書き方については，具体的に説明
された教材は少ない．そこで本研究では，（1）
で開発する eポートフォリオシステムを効果
的に活用するために，看護過程における関連
図作成プロセスの基礎を学習するためのコ
ンテンツを開発する． 
 
（3）看護演習場面における学習者の活動プ
ロセスを記録・閲覧する eポートフォリオシ
ステムの開発 
 看護教育課程において，看護の技術を身に
つけるために，講義や実践的な演習 （看護
演習）を 3,000 時間以上行うことが義務付
けられている．看護演習とは，実際の看護場
面を想定した，患者役と看護師役に分かれて
行う演習であり，その学習においては，それ
ぞれの学生が自身の動作や発話の内容を振
り返って評価することが重要となる. 
 一般的に，振り返りによる評価は演習後の
学生の記憶を根拠としていることが多く，客
観性が不足していることが指摘されている．
また時間の制約から，すべての学生が看護師
役および患者役の両方を体験することは難
しく，看護演習を実施したグループで情報を
共有しながら学習することが求められてい
る． 
 そこで本研究では，自身の活動プロセスを
より客観的に振り返って評価することがで
きるように，また，看護演習におけるグルー
プのコミュニケーションを支援するために，
PC を使って看護演習場面における学習者の
活動プロセスを記録・閲覧することができる
eポートフォリオシステムを開発する． 
 



３．研究の方法 
 ここでは，本研究で開発した eポートフォ
リオシステムおよび学習コンテンツの概要
を説明する． 
 
（1）看護過程における関連図の作成プロセ
スを記録・閲覧する eポートフォリオシステ
ムの開発 
 本システムは OS に依存しない Web アプリ
ケーションであり，初学者向けの簡易的なユ
ーザインタフェースを採用した．具体的には，
患者の情報を記入する矩形（患者情報），患
者情報を関連づけする矢印，印刷ダイアログ
を呼び出す印刷ボタン，患者情報を追加する
ボタン，使用方法の説明を行うヘルプボタン
で構成される．本システムを用いることで，
PC 初心者の看護学生でもより直感的に関連
図を作成することができる．また，作成した
関連図の作成プロセスをグループで情報共
有することが可能となる． 
 
（2）関連図の作成方法の基礎を学習するた
めのコンテンツ開発 
 本コンテンツは初学者が情報から看護問
題抽出までのプロセスを図で表現できるよ
うになることを目標として開発した．特徴は，
①図の作成過程を段階的に学習する，②設定
したルールに沿って図を作成する，③説明や
例示をみながら学習する，④学習者が 1時間
程度で自己学習できる，の 4点である． 
 本コンテンツでは，初学者ができるだけ負
荷が少なく概念図作成を学習できるよう，3
つのステージを設定した．Stage1は，大腿骨
頸部骨折患者の事例を読み，例示をみながら
関連図を作成する．Stage2では同じ事例につ
いて説明・例示を読まずに関連図を作成する．
Stage3は最終段階で，Stage1および Stage2
とは別の脳梗塞患者事例について，説明・例
示を読まずに関連図を作成することを課題
として設定した． 
 
（3）看護演習場面における学習者の活動プ
ロセスを記録・閲覧する eポートフォリオシ
ステム 
 本システムは，看護演習中の動作を単純な
操作のみで撮影するため録画ツールと，録画
ツールにより撮影された動画を閲覧するた
めの閲覧ツールで構成される． 
 録画ツールでは，患者と看護師を同時に撮
影するカメラと，看護師の手元を撮影するカ
メラを接続し，患者との関わり方と，技術的
な箇所を評価するために同時に記録を行う
機能を実装した．閲覧ツールでは，撮影され
た日時や学籍番号の情報や動画サムネイル
を表示する．サムネイルを表示することで，
ユーザによる撮影動画の発見が容易となる．
さらにデータベースに閲覧された時刻の情
報を保存することで，学生の着目点を集計す
る機能を実装した． 
 

４．研究成果 
（1）看護過程における関連図の作成プロセ
スを記録・閲覧する eポートフォリオシステ
ムの開発 
 看護大学の１年生を対象に，e ポートフォ
リオシステムを導入した授業を実施した．授
業では，左大腿骨頸部骨折の患者の事例につ
いて関連図の作成を行った．システム使用後
に有用性および利便性に関する質問紙調査
を行った結果，どちらも良好な結果が得られ
たことから，本システムが PC 初心者の看護
学生が直感的に操作可能であり，グループワ
ークにおけるコミュニケーションに有効で
あることが確認された． 
 
（2）関連図の作成方法の基礎を学習するた
めのコンテンツ開発 
 （1）のシステム利用にあわせて，看護大
学の１年生を対象に，看護過程の学習の一環
として本コンテンツを用いた自己学習を課
題として設定した．学習成果の評価として、
学習終了後に作成された関連図の内容を分
析した．その結果、事例に明示されている情
報は多くの学生が学習できていたが，与えら
れた情報からの推測が必要な情報は学習が
困難であることが確認された．一方，開発し
たコンテンツの教育的有効性について、ARCS
理論の観点からは高い評価が得られたこと
が確認された． 
 
（3）看護演習場面における学習者の活動プ
ロセスを記録・閲覧する eポートフォリオシ
ステム 
 看護大学の１年生を対象に，e ポートフォ
リオシステムを導入した基礎看護学の授業
を実施した．授業では，録画ツールを用いて
演習場面を撮影し，その後閲覧ツールを用い
て，グループによる相互評価を行なった．評
価内容を分析した結果，学生の評価内容がツ
ール未使用時よりも教員の評価に近付いて
いることが確認された． 
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